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【
伊
賀
市

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
と
は
】

　

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
総
合
計
画
に
掲
げ

る
伊
賀
市
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
識
を
知
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
の
各
政
策

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
現
状
で

の
満
足
度
」、
ま
た
「
今
後
の
重
要
性
」

を
知
る
こ
と
で
、
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
の
分
析
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
調
査
方
法
】

　

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
80
歳
未
満
の
市
民

２
，２
２
２
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
調
査

票
を
送
付
し
ま
し
た
。

※
日
本
国
籍
２
，１
５
９
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
国

　
籍
47
人
、
　
中
国
国
籍
16
人

【
調
査
期
間
】　
３
月
12
日
～
31
日

【
回
収
率
】　
45
．１
％

※
２
，２
２
２
人
の
内
、
１
，０
０
２
人
か

　
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
調
査
内
容
】

①
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
の
認
知
度
に

　
つ
い
て
の
質
問

②
市
民
の
皆
さ
ん
の
定
住
意
識
、
ま
ち
づ
く

　
り
へ
の
市
民
参
加
意
識
に
つ
い
て
の
質
問

③
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
再
生
計
画
で

　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲
げ
て
い

　
る
、「
医
療・地
域
福
祉
」「
観
光・農
林
業
」

　
に
つ
い
て
の
質
問

④
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
再
生
計
画
に

　

掲
げ
る
28
項
目
の
政
策
の
満
足
度
に
つ

　

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
実
感
に
基
づ

　
く
質
問

⑤
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
再
生
計
画
に

　

掲
げ
る
28
項
目
の
政
策
の
重
要
度
に
つ

　
い
て
の
質
問

⑥
暮
ら
し
の
現
状
や
考
え
に
関
す
る
質
問

⑦
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
し

　

て
、
移
住
者
・
交
流
者
を
増
や
す
た
め

　

の
条
件
と
し
て
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ

　
る
条
件
に
つ
い
て
の
質
問

【
調
査
結
果
の
抜
粋
】

●
定
住
意
識

　

今
の
と
こ
ろ
に
「
将
来
も
住
み
続
け
た

い
」「
で
き
れ
ば
住
み
続
け
た
い
」
と
思
う

人
の
割
合
が
約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
土
地
へ
の
愛
着
や

隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
あ
げ
て
い
る
割

合
が
高
く
、
一
方
で
、「
移
り
た
い
」「
で

き
れ
ば
移
り
た
い
」
理
由
と
し
て
、
通
勤
・

通
学
・
買
物
・
医
療
な
ど
、
生
活
上
の
不

便
さ
を
あ
げ
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
半
数
を
超
え
る
人
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
参
加
し
た
い
と
は
思

わ
な
い
人
も
40
％
弱
に
な
り
ま
す
。

伊
賀
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
民
意
識
調
査
）の
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
、

　
　
　
　
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

問：今のところに将来も住み続けたいか

（ ）内は、平成 26 年市民意識調査の数字

問：市政への参加について

積極的に
参加したい

5.1％（6.4％）

できれば
参加したい
52.4％（52.5％）

参加したいとは
思わない
39.0％（36.6％）

無回答 
3.5％（4.5％）

（ ）内は、平成 26 年市民意識調査の数字

●
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課　
☎
22
・
９
６
２
０　
FAX  
22
・
９
６
７
２

無回答 2.1％（0.5％）

住み続けたい
45.0％（49.8％）

できれば
住み続けたい
26.0％（26.0％）

できれば移りたい
12.4％（11.5％）

移りたい
5.2％（5.7％）

わからない
 9.3％（6.5％）
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子
育
て
支
援
・
無
料
相
談

募
　
集

催
　
し

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
拡
大
版

子
育
て
支
援
・
無
料
相
談

募
　
集

催
　
し

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
拡
大
版

●
ま
ち
づ
く
り
の
方
法

　

地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方

と
し
て
、「
住
民
と
行
政
が
分
担
・
協
働
で
」

と
い
う
回
答
が
44
．
１
％
を
占
め
て
い
ま

す
。「
住
民
が
主
体
、
行
政
は
側
面
支
援
」

は
前
回
調
査
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
す
が
、「
住

民
の
要
望
を
把
握
し
な
が
ら
、
行
政
が
主

体
」
は
前
回
調
査
時
よ
り
３
．８
ポ
イ
ン
ト

減
少
の
26
．２
％
と
な
り
、
市
政
の
主
役
は

市
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

●
協
働
の
手
法

　

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
有
効
な
手
法
と
し
て
、
情
報
の

公
表
や
、
意
見
交
換
の
場
の
設
定
な
ど
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
移
住
者
・
交
流
居
住
者
を

増
や
す
た
め
の
条
件

　

現
在
、
伊
賀
市
で
は
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
気
あ

る
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
地
方
創

生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
早
急

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
皆
さ
ん
の
回

答
で
は
、
特
に
次
の
①
～
④
な
ど
を
条
件

と
考
え
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
え
て
き
た

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
政
策

　

伊
賀
市
の
現
状
や
取
り
組
ん
で
い
る
政

策
に
つ
い
て
の
満
足
度
や
重
要
度
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
特
に
満
足
度
が
低
く
、
重
要

度
が
高
い
も
の
と
し
て
、
次
の
項
目
で
そ

の
傾
向
が
み
ら
れ
、
今
後
、
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
な
政
策
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

○
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の

　

見
守
り
と
支
え
が
十
分
な
ま
ち
づ
く
り

　
（
地
域
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

　
福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
）

○
誰
も
が
働
き
や
す
く
、
働
く
意
欲
が
持

　
て
る
ま
ち
づ
く
り
（
就
業
・
雇
用
な
ど
）

○
地
域
活
動
や
地
域
産
業
な
ど
の
担
い
手

　

が
育
ち
、
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
（
人

　
材
育
成
、
移
住
・
交
流
政
策
な
ど
）

○
市
内
外
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
、

　

人
・
モ
ノ
・
情
報
の
流
れ
が
活
発
な
ま

　

ち
づ
く
り
（
道
路
整
備
、
公
共
交
通
政

　
策
な
ど
）

○
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
の
機
会
が
持
て

　

る
ま
ち
づ
く
り
（
生
涯
学
習
、
公
民
館

　
事
業
、
図
書
館
事
業
な
ど
）

【
お
わ
り
に
】

　

今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
を
参
考
に
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

総
合
政
策
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問：地域をより良くするためのまちづくりの方法

（ ）内は、平成 26 年市民意識調査の数字

0 10 20 30 40 50 60

① 53.2％
② 52.9％

③ 40.2％
④ 34.5％

⑤ 22.9％
⑥ 18.9％
⑦ 18.6％

⑧ 12.2％
⑨ 11.2％

⑩ 5.7％
⑪ 4.2％

⑫ 1.9％
⑬ 1.4％

⑭ 5.9％

問：移住者・交流居住者を増やすための条件　
①
～
⑭
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
医
療
体
制
が
整
っ
て
い
る　

②
就
労
の
場

が
あ
る　

③
交
通
の
便
が
良
い　

④
福
祉

サ
ー
ビ
ス（
子
育
て
支
援
ほ
か
）が
充
実
し

て
い
る　

⑤
自
然
環
境
が
良
い　

⑥
ス
ー

パ
ー
や
商
店
街
が
近
い　

⑦
地
元
で
の
受
け

入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
る　

⑧
内
陸
部
に
位

置
し
、
津
波
の
心
配
が
な
い　

⑨
土
地（
農

地
含
む
）や
建
物
が
安
く
購
入
で
き
る　

⑩
高
等
教
育
機
関
が
充
実
し
て
い
る　

⑪
空

き
家
等
の
情
報
が
す
ぐ
手
に
入
る　

⑫
生
涯

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
が
充
実
し
て
い

る　
⑬
そ
の
他　
⑭
無
回
答

0 10 20 30 40 50

① 43.0％（44.3％）
② 35.8％（35.7％）
③ 32.4％（30.6％）

④ 29.1％（31.0％）
⑤ 25.9％（26.3％）
⑥ 25.8％（23.8％）

⑦ 12.2％（13.2％）
⑧ 9.6％（12.1％）

⑨ 3.8％（4.5％）
⑩ 6.6％（6.9％）

問：市民と行政との協働のまちづくりのため
有効な手法

（ ）内は、平成 26 年市民意識調査の数字

　
①
～
⑩
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
や
取
り
組
み

を
積
極
的
に
公
表
す
る　

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ（
気
軽
に
意
見
が
言
い
合
え
る
会
合
）
な

ど
、市
民
が
参
加
し
や
す
い
方
法
を
工
夫
す
る　

③
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る　
④
市
民
と
市

長
が
直
接
意
見
を
交
換
す
る
場
な
ど
を
積
極

的
に
開
く　
⑤
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と

な
る
施
設
を
整
備
す
る　
⑥
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
む
団
体
相
互
の
情
報
交
換
や
交

流
を
促
進
す
る　

⑦
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン

ト
（
意
見
の
公
募
手
続
き
）
を
積
極
的
に
行

う　
⑧
審
議
会
な
ど
の
市
民
一
般
公
募
の
枠

（
人
数
）を
増
や
す　
⑨
そ
の
他　
⑩
無
回
答

行政が主体となって取り組
み、住民は理解し、協力する

　8.6％（6.8％）

行政が住民の要望を把握しな
がら、行政が主体となって取
り組む　26.2％（30.0％）

住民が主体となって取り組
み、行政はあくまでも側面
から支援する　8.9％（9.2％）

住民と行政が話し合い、役
割分担しながら協働で取り
組む　44.1％（43.2％）

無回答　2.4％（2.5％）その他 0.8％（1.7％）

わからない 9.0％（6.6％）


